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：干潟

：ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ群落 :写真撮影方向

：ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ毎木
　調査地点

地盤高調査範囲

:平成12年度調査

:平成15年度調査

：水路

H.15 泡瀬地区環境監視調査業務比屋根湿地現況測量結果より抜粋
（現地踏査による確認により一部修正)図2-3-10　 比屋根湿地に お け る 植生分布状況お よ び そ の 特徴（陸上植物）

　 出所）平成11年度中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事業に 係る
　 　 　 　 　 環境影響評価書
　 　 　 　 　 平成12年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（そ の ２）報告書
　 　 　 　 　 平成13年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査報告書
　 　 　 　 　 平成14年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（そ の ２）報告書
　 　 　 　 　 平成15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（そ の ２）報告書
　 　 　 　 　 平成15年度泡瀬地区環境監視調査業務委託報告書

①県総合運動公園側流入水路付近の状況
　写真中央部に干潟がみられ、その周辺にﾋﾙｷﾞ類のﾏ
　ﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林が生育している。また、水路は干潟内を
　蛇行、分岐し、流れは緩やかである。

②県総合運動公園側に広がるﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林の状況
　ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林が広範囲に分布、生育し、既存調査結果によると、近年、その面積は増加傾向にある。
　写真中央部にみられる干潟には、甲殻類や貝類の生育がみられ、鳥類の採餌の場や休息場としての利用が確認されている。

③比屋根湿地北側の状況
　比屋根湿地の約半分を占めるﾖｼ原が広がっており、陸地化がみられ、干潟
　は全くみられない。また、一部にﾓｸﾏｵｳ林やｷﾞﾝﾈﾑ群落等の木本類の生育も
　みられる。

④比屋根湿地中央部を流れる水路付近の状況
　水路を挟んで北側には、ﾖｼ原が広く生育し陸地化が進んでいるほか、写真中央、水路右側にﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸの群落
　も確認されている。
　南側には、ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林が広く生育するほか、一部ﾖｼ原がみられ、陸地化の進んだ場所も確認されている。

⑤県総合運動公園側の湿地出口付近の状況
　湿地内にﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林が広く生育するほか、県総合運動公園側および県道133号線脇に設置
　されている石積み護岸上には、ｷﾞﾝﾈﾑやｽｽｷ等の生育がみられる。

比屋根湿地の特徴（陸上植物）

・比屋根湿地は中央部を流れる水路を挟んで南側に干潟とﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林、北
　側の陸化した地域にはﾖｼ原が広く分布しており、ﾓｸﾏｵｳ林、ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ群落、
　ｷﾞﾝﾈﾑ群落等の林のほか、帰化植物であるﾋｲﾗｷﾞｷﾞｸ群落の生育も確認され
　ている。

・比屋根湿地内のﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林を構成しているﾋﾙｷﾞ類はｵﾋﾙｷﾞ、ﾒﾋﾙｷﾞ、ﾔｴﾔﾏ
　ﾋﾙｷﾞの3種でﾒﾋﾙｷﾞが最も多く、次いでｵﾋﾙｷﾞ、ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞの順となっている。

・南側に広がるﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ林は、平成12年度の地盤高調査結果より、その面
　積は0.8ha、生育地は地盤高がC.D.L.0.4～2.9mの範囲内となっている。
　しかし、近年その面積は、毎木調査結果および航空写真等から増加して
　いることが確認されている。

・比屋根湿地内における植物相は不明である。
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図2-3-11　 泡瀬海岸に お け る 水質(ＣＯＤ)調査結果(満潮時）

400m0
200

N

泡瀬第一雨水幹線

比屋根第二雨水幹線

比屋根第一雨水幹線

　COD：2㎎/L以下

　COD：3㎎/L以下

　COD：8㎎/L以下

　COD：8㎎/L以上

0.5～16：COD値（㎎/L）

（凡 例）
●：濁り監視調査1（St.1～7、10、11　9地点）※代表点で調査が行われているためSt.4・6・7・10・11のみ記載

●：濁り監視調査2（St.8～9　2地点）

●：流入水路部調査②（St.A～D　4地点）

●：水路部水質監視調査（St.ア、イ、ウ　3地点）　

●：汽水域水質調査（St-15～16　2地点）

H12～H15年度調査地点（凡 例）

●

St.8
St.9

St.ウ

●

●

1.1
1.4

2.5

●

●

●
●

●

●

St.A

St.10

St.11

St.D

St.ア

St.イ

0.9

1.9

1.3
1.6

16

1.6●

St.C
●

●

St-15

12

9.4

7.0

●

St.B
15

● ●

St.4

St.6 St.7

0.9

0.5 0.8

St-16

●

夏季日平均流況計算結果

冬季日平均流況計算結果
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（4）水 質

　1）満潮時水質

　
＜泡瀬海岸域＞

　雨水幹線から湿地内にの排水の流入がある。湿地内のCODは7.0～9.4㎎/Lで、干潟と水
　の出入りがあるボックスカルバート付近では低い値となっている。

＜比屋根湿地＞

　沖合から海岸域に流れる潮流により水質は0.9～2.5㎎/Lを示している。
平成15年度において、雨水幹線で24時間連続の流入水路部調査②が行われて
おり、泡瀬の満潮時間に近い時間帯のデータを採用し平均値を求めた。
COD値は（St.A′）泡瀬第一雨水幹線出口で16㎎/L、（St.B）比屋根第一雨
水幹線で12㎎/L、（St.C）比屋根第二雨水幹線で15㎎/Lである。
なお、泡瀬の潮時は、那覇港を標準として-30分で計算した。
（参考文献：（財）日本気象協会発行「平成16年度　沖縄の気象暦」）

＜雨水幹線からの排水＞

　上記調査結果は平成13～15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その3）より引用

　調査結果は平成16年中城湾港泡瀬地区環境監視委員会資料より引用(H12～H15調査）

・満潮時に は 海浜植生の 手前ま で
　 水に 浸か る

・満潮時に は 石積み 護岸ま で 水に 浸か る

・干潟か ら の 水が 湿地に 流入す る

・雨水幹線か ら 排水が 干潟に 流出
・消波ブ ロ ッ ク ま で 水に 浸か る

・満潮時に は 直立護岸ま で 水に 浸か る

日平均流況計算結果は中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事
業に係る環境影響評価書平成12年3月より引用

※CODの値は平成12年から平成15年にかけて各地点で調査が行われた値を平均したものである。



400m0
200

N

・後背地か ら の 排水流出は な い

泡瀬第一雨水幹線

比屋根第二雨水幹線

比屋根第一雨水幹線

　　COD：2㎎/L以下

　　COD：3㎎/L以下

　　COD：8㎎/L以下

　　COD：8㎎/L以上

3.6～17：COD値（㎎/L）

（凡 例）

　：色つき囲み内に記してある▲・▲
　は干潮時に干潟を掘り湧きだしてきた
　間隙水調査結果である。

●：流入水路部調査②（St.A～D　4地点）

H12～H15年度調査地点（凡 例）

▲：干潟生物生息監視調査（オキナワヤワラガニ）間隙水調査（St.A～B　２地点）　

▲：干潟生物生息監視調査（間隙水調査）（St.1～10　10地点）

St.A
17

●St.B

St.C ▲

St.A

St.B

14

11

4.7

●

●

▲

▲

St.1

▲

▲ ▲
▲

▲

▲

▲

▲ ▲

St.2

St.3

St.4

St.5

St.6

St.7

St.8

St.9 St.10

8.6

8.7

8.0

11.2
6.4

4.2

3.9
4.0

3.6 3.7

4.6
夏季日平均流況計算結果

冬季日平均流況計算結果

図2-3-12　 泡瀬海岸に お け る 水質(ＣＯＤ)調査結果(干潮時） - 37 -

　上記調査結果は平成12年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その3）・平成13･15年度中城湾
　港泡瀬地区環境監視調査（その2）・平成14年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査より引用　
　　　　

　調査結果は平成15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その3）より引用

日平均流況計算結果は中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事
業に係る環境影響評価書平成12年3月より引用

調査結果は15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その2）より引用

※CODの値は平成12年から平成15年にかけて各地点で調査が行われた値を平均したものである。

　

2）干潮時水質

　 　
＜泡瀬海岸域＞

　干潮時に水質調査はされていない。
＜比屋根湿地＞

　流れが緩やかで、後背地からの排水の流出がある比屋根湿地前と泡瀬3丁目（旧塩田
　前のCODは8.7～11.2㎎/Lと高い値を示している。
　また、砂の堆積によって形成された県総合運動公園前の湿地内CODは8.6㎎/Lである。

・雨水幹線か ら 排水が 流入
・潮の 干満に よ っ て 水の 入れ 替わ り が
あ る

・比屋根湿地で 浄化で き な か っ た
　 水が 干潟に 流出
・比屋根湿地か ら の 水は 夏季に は
泡瀬3丁目方向冬季に は 県総合運
動公園方向に 流れ る

・後背地か ら の 汚水流出は な い

・雨水幹線か ら 排水が 干潟に 流出

・排水は 護岸沿い を 比屋根湿地方向
　 に 流れ る

＜雨水幹線からの排水＞

平成15年度において、雨水幹線で24時間連続の流入水路部調査②が行われ
ており、前ページと同様にして泡瀬の干潮時間に近い時間帯のデータを採
用し平均値を求めた。
COD値は（St.A′）泡瀬第一雨水幹線出口で17㎎/L、（St.B）比屋根第一雨
水幹線で11㎎/L、（St.C）比屋根第二雨水幹線で14㎎/Lである。
なお、泡瀬の潮時は、那覇港を標準として-30分で計算した。
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泡瀬第一雨水幹線

比屋根第二雨水幹線

比屋根第一雨水幹線

400m0
200

S =1:12,000

N

（凡例）

・底質ORPはマイナスを示し
　硫化水素臭がある

・底質のORPはプラスを示し
　硫化水素臭はしない

・底質のORPはマイナスを示し
　硫化水素臭がある

・底質のORPはマイナスを示し
　硫化水素臭がある

・比屋根湿地の底質は黒み
　がかり、硫化水素臭がある

・底質ORPはマイナスを示し
　硫化水素臭がある

・底質ORPはマイナスを示し
　硫化水素臭がある

▲

▲

▲ ▲
▲

▲

▲

St.1

St.2

St.3 St.4
St.5

St.6

St.7

（凡例） H12～H15年度調査地点

St.A

St.B

▲

▲

（5）底 質

　後背地からの排水の流出は無くCODは0.7～1.6㎎/gを示している。
泡瀬通信施設前では、経年の写真データ（1.地域概況(4)地象6)地形変化特性）から干潟域で
の砂は現在にかけて減少してきている。

＜泡瀬通信施設前＞

　後背地からの排水の流出がありCODは1.9～2.1㎎/gを示している。泡瀬第一雨水幹線は三面
張りで、河口付近は下水臭、ヘドロの堆積が見られ、干潟域ではごみも散乱している。

＜泡瀬３丁目(旧塩田)前＞
　

＜県総合運動公園前＞

　砂の堆積により形成された湿地内のCODは3.7㎎/gを示し、比屋根湿地前の干潟底質とほぼ
同様のCOD値であった。

　後背地からの排水の流出がありCODは2.1～5.5㎎/gを示している。泡瀬第一雨水幹線前面
干潟と比較するとやや高く、特に一番南側の出口付近では5.5mg/gと高くなっている。

＜比屋根湿地前＞

▲：干潟生物生息監視調査　オキナワヤワラガニ（底質調査）（St.A～B　２地点）　

▲：干潟生物生息監視調査（底質調査）（St.1～10　10地点）

3.7

3.3

2.1
2.1

1.9

1.3

0.95.5

2.9
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　上記調査結果は平成12年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その3）・平成13･15年度中城湾
　港泡瀬地区環境監視調査（その2）・平成14年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査より引用

調査結果は15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その2）より引用

※CODの値は平成12年から平成15年にかけて各地点で調査が行われた値を平均したものである。

　COD：1㎎/g以下

　COD：2㎎/g以下
（少し硫化水素臭がする）

　COD：3㎎/g以下
（硫化水素臭がする）

　COD：3㎎/g以上
（硫化水素臭がする）

0.7～5.5：COD値（㎎/g）

（凡 例）

礫、粗砂の中に岩盤転石が点在する底質域
（ORPの値がマイナスを示し底質から硫化水素臭がする）

細砂質域
（ORPの値がプラスを示し底質から硫化水素臭はしない）

泥質域
（ORPの値がマイナスを示し底質から硫化水素臭がする）

　上記調査結果は平成12年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その3）
　平成13･15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その2）
　平成14年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査より引用

※ ORP（酸化還元電位）は、酸素が多く溶解している場所では酸化電位が高く

　　酸化状態にあり、酸素の供給が少ない場所では電位が低く還元状態となる。

図2-3-14 泡瀬海岸及び比屋根湿地における底質調査結果



Ｂ

Ｂ

塩田（シンナー）

馬車軌道

軌道小の前

黒瀬原

ﾋﾞｼﾞｭﾙ

ｶｰﾇ毛

積場

曲原

中原

東原

前原

後原

内海

海
中
道
路

郡
道

砂ﾑｲ

湿地

出所：「写真集　ふるさと泡瀬」より引用

出所：「写真集　ふるさと泡瀬」より引用

砂山

出所：「泡瀬復興期成会」より ：断面ﾋﾔﾘﾝｸﾞ調査位置

①

②

Ａ

Ａ

③

Ａ

Ｂ

汚水は地下浸透させていた。汚物は堆肥化していた。
干潮時でも水があり、カエルやウナギがいた。

歩きやすいように砂をまぶしてあった。

所々、崩れていてカニが多かった。

塩田には生物はほとんどいなかった。

砂山

手で掘ると水がしみ出た。

渚でアオサやカニ、タコが捕れた。

護岸は所々、砂に埋もれていた。

モクマオウの下にオカヤドカリ、カニが多かった。

畑は堆肥を入れているため灰色であった。
また、ウズラも多かった。

砂地

砂地

海岸へのアクセスはどこからでも下りられた。

湿地

内海

石積みなので、水の出入りは全体で見られた。
飲料用として雨水を溜めた家もあった。

津堅島

砂嘴

砂山

馬車軌道

塩田側の運動場

馬車軌道

砂嘴周辺海域には、シャコ貝やウニ等が多かった。

砂山ではスズメや蝶がいた。

グンバイヒルガオ

勝連半島

潟原と呼ばれ、満潮時でも海水に浸らなかった。

※：出所が記載されていないものについては

　 「H15 沖縄県港湾課資料」より引用

2.4 地域の原風景

　海岸地形の変遷でも示したように、戦前の泡瀬は製塩業の発展に伴い、漁港の整備、海中道路の建設が行われ、人々が苦慮していた暴風対策として護岸が

整備されていった。この時代は自然も豊かであり、泡瀬の人々が今でも心に残る原風景がそこにあった。（昭和18年頃）泡瀬の地形が大きく変化したのは、

戦後で、土地の接収や砂の採取、護岸工事、埋立地の造成等が行われた。そのため、地形が大きく変化する前の戦前の原風景と現況との比較の中で、環境変

化の要因を探るという目的から、原風景を調査する必要があった。 原風景は地元住民の心のふるさとであり、調査は、写真や既存文献、泡瀬復興期生会で

作成された原風景画等の資料を用いて状況を確認し、地元有識者へのヒアリングに基づいて当時の特徴をとりまとめ、原風景画を描いた。

図 2-4-1 海岸の 原風景 （※参－19、20に掲載） - 40 -



(1) 沿岸護岸周辺

集落の東側には砂山として、砂が盛られており、護岸沿いは白い砂浜、干潟部や

砂嘴にも砂が多かった。護岸は、暴風波浪対策として築造された石積み護岸であっ

たが、所々、砂に埋もれ、どこからでも海岸へ下りられた。

図 2-4-2 砂に埋もれた護岸

県総合運動公園前の砂浜 原風景と同じ場所と考えられる通信施設前

の現況海浜

砂山

グンバイヒルガオ

ハマボウフウ

アダン

モンパノキ

テリハクサトベラ

ホソバワダン

ハマゴウ

ハマニガナ

モクマオウ

ニシヨモギ

イガガヤツリ

イワダレソウ

シマアザミ

アシハラガニ

リュウキュウシオマネキ

ミナミコメツキガニ

ミナミスナガニ

アオサ

イソハマグリ

アナダコ

オカヤドカリ

イワガニ

ウズラ

ウグイス

サギ

鷹

(2) 護岸背後地

護岸背後地は砂山など砂

地が広がるが、防風・防

潮対策として、アダンや

モクマオウなどが植え付

けられており、泡瀬の土

地 を 守る意識が非常に高

かった。泡瀬全体は畑を含

め、砂地が基盤となって

おり、道路も砂が敷かれ

ていた。

図 2-4-3 畑から砂山（シナムイ）

(3) 湿地、内海

当時の泡瀬にも湿地が

あり、海中道路から本島

側は内海も広がっていた。

大雨には濁水が流入した

が、湿地・内海で浄化さ

れ外海への濁水流出はな

かった。

図 2-4-4 泡瀬から高原へ行く海中道路

(4) 泡瀬の人たちの生活

飲み水は共同井戸、雑

用水は雨水、井戸水を使

用し、生活排水はすべて

地下浸透させ、屋敷外へ

の水の排出はなかった。

また、人の生活による

、し尿等は家畜の餌となり

さらに家畜の糞は堆肥とし

て畑に還元し、海域の汚

染はなかった。

図 2-4-5 原風景の家の様子
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(5) 原風景の泡瀬で、沿岸環境が良好に保全されていた環境上の要素を下記に示す。

地元有識者へのヒヤリング結果から、原風景（昭和 年頃）当時の社会環境や生18
活様式が明らかになった。

後 背 地 は 砂地 で あ り 、住 宅 地 周 辺 、 道 路 、畑 で砂 地 が 広 が っ て い た 。・

・ 護岸 石 積 み で あり 、 周 辺 は 砂 浜 が 多 く 見 ら れ 、 海 浜 植 物 も 多 く 、陸 域 か ら 海 域 へ

の 生 態 系 の 連 続 性 が う か が え た 。

生 活 か ら 出 る 汚 水 は 、 す べ て 自 宅 内 で 処 理 （ 地 下 浸 透 ） を 行 っ て お り 、 海 域 へ 流 出 す・

る こ と は な か っ た 。

・ 当時 の 泡 瀬 に も 湿 地が あ り 、 海 中 道 路 か ら 本 島 側 に は 内 海 が 広 が っ て いた 。

湿 地 お よ び 内 海 で は 大 雨 時 に 濁 水 が 流 れ 込 ん で も 、 外 海 へ は 流 出 し な か っ た 。

・ 人や 家 畜 か ら 出 る 糞 尿 等 は 、す べ て 堆 肥 と し て 畑 に 還 元 し て い た。

・ 塩田 へ の 立 ち 入 り 制 限 や 汚 水 流 出 禁 止 等 、 海 を 保 全 す る 意 識 が 高 か っ た 。

表2-4-1 原風景の特徴から推察された結果表
環境特性 特徴 特徴がもたらした結果

土地利用 ・雨水が地下浸透しやすい（雨水→畑、道→地下→海域）・後背地は砂地

護岸形態 ・空隙に生物が生息・砂が堆積し生物の連続性が確保・石積み

・地下浸透水が流出し易い

水 生活用水 ・水を大切に使う意識（少ない水使用量）・共同井戸

循 汚水・汚物 ・生活排水を海に流さない生活様式・地下浸透

環 ・リサイクルする生活様式・堆肥化

・健全な自然浄化能力の維持

湿地 ・緩衝域としての役割を住民が認識・濁水処理・海水が湿地へ出入

・生物量が豊富・地下水の滲出

砂浜 ・住民の生活の一部（遊び、行事、休憩、食材の場）・白い砂浜が存在（海浜部）

・生物の連続性が形成

植生 ・暴風対策として利用・順番良く並び隙間がある（海

・住民の憩いの場浜部）

・植物の利用（食材、道具）

動物 ・動物が石積みの隙間や湿地内を棲み家にしていた・砂浜、石積み護岸にカニやオ

・生物量が豊富カヤドカリが多い

・住民と動物とのふれあいがあった・湿地、畑に鳥やウナギ、カエ

ルがいた

海生生物 ・海垣は生物が生息しやすい場所であった・海垣や渚などにウニやナマコ、

・生活の糧があった魚、タコが多い

海岸域利用 ・地元住民の海を守る意識が高い（財産としての塩田、利・塩田、砂浜、干潟が清澄

用しての砂浜、食材の場）

(6) 原風景と現況との類似性比較（現況評価）

泡瀬地区住民の心のふるさとである原風景を取り入れた整備イメージ図の方向性

の検討を行う基礎資料とするために、原風景と現況について類似箇所を抽出し、総

合評価を行った。その結果、原風景の環境特性を多く持ち合わせている箇所は県総

合運動公園前で、逆に、原風景の特性がほとんど見られない箇所は泡瀬３丁目（旧

塩田）前であった。

表2-4-2 原風景との類似性から見た現況評価

環境特性 原風景の特性 県総合運動公 泡瀬通信施設 比屋根湿地 泡瀬３丁目
園前 前 前 旧塩田 前( )

砂 地 、 緑地 、 畑 地

× ×土地利用 であ る ため 地 下 浸 ○ ○
透がしやすい

× ×護岸形態 石積み護岸である ○ ○

× ×水循環 後背地 の雨 水 や 汚 ○ ○
水は地下浸透

×湿地 海岸 域 の緩 衝 域 と ○ ○ ○
なり動植物 が 多 く

生育

× ×砂浜 塩田を 除く 海 浜 部 ○ △
は白い砂浜が存在

× ×植生 砂浜に は多 種 の 植 ○ △
物が群生

、 、動物 砂浜 石積み護岸

×後背地 に多 種 の 動 ○ △ △
物が多く生息

×海生生物 生物種が多い ○ ○ ○

、 、塩田 食料調達場

×海岸域利用 個人の海垣が存在、 ○ ○ △
休息、遊び場

原 風 景 の 環環 境 特 性 の す 土 地 利 用 、 水 護 岸 形 態 、

境 特 性 が 見べ て の 項 目 で 循 環 、 海 生 生 湿 地 、 海 生

られない総 合 評 価 原風景に類似 物 、 海 岸 域 の 生 物 の 項 目

利 用 で 原 風 景 で 原 風 景 に

に類似 類似

原風景に類似している県総合運動公園前の特徴を以下に示す。

・後背地は表流水の多くが地下浸透できる状況である。

、 。・護岸は曲線のある緩傾斜の石積みで 海域への浸透水滲出がスムーズな構造となっている

・海浜部には自然に砂が集まる状況である。

・砂の堆積によって湿地が形成されている。

、 、 。これらの特徴は 今後の整備の検討を行うにあたって 参考にすべきであると考えられる

- 42 -



３. 泡瀬地域の特性から見た環境メカニズムの考察

3.1 原 風 景 と現 況 と の 環 境 特 性 によ る 比 較

海岸地形の変遷でも示したように、原風景では社会変化や土地利用の変化など人為

的な自然の改変があっても、周辺環境が維持されるような生活システムがあった。

（ （ ）～（ ）地域の原風景）2.4 1 5

しかしながら、現在では、一部の海岸でその原風景の特徴が失われて環境が悪化し

ている状況がある事が分かった （ 泡瀬地域の特性）。 2.2

そのことから、 （ ）原風景と現況との類似性比較（現況評価）から、その特2.4 6

徴がもたらしたと考えられる結果について、以下のようにとりまとめた。

表3-1-1 特徴から推察された結果比較表

原 風 景 現 況
環 境 特 性

特 徴 特 徴 が も た ら し た 結 果 特 徴 特 徴 が も た ら した 結 果

土 地 利 用 ほ ぼ 雨 水 が 地 下 浸 透 しや すい 道 路 舗 装 等 雨 水 が地 下 浸 透 し に く い
全 面 砂 地 （ 雨 水 → 畑 、 道 → 地 下 →海 域 ） （ 面 整 備 ） （ 雨 水 → 側 溝 → 雨 水幹 線 → 海 域 )

・ 空 隙 に 生 物が 生息 コ ン ク リ ー ト ・ 防 災 機 能 を 保 持
護 岸 形 態 石積 み ・ 砂 が 堆 積 ,生 物 の 連 続 性 確 保 製 で 直 立 ・ 生 物 の 連 続 性 が 遮断

・ 地 下 浸 透 水 が 流 出 し 易 い ・ 地 下 浸 透 水 が 流 出し 難 い

生 活用 水 共 同 井 戸 水 を 大切 に 使う 意 識 水 道 の 普 及 水 を 自 由 に 使 う 意 識
水 （ 少 な い 水 使用 量） （ 水 を 多 量 に 使 う 生 活 ）

循 ･地 下 浸 透 ・ 生 活 排 水 を 海 に 流 さ な い 生 活 ･ 下 水 道 へ の 下 水 道 へ の 未 接 続 世 帯 か ら 生 活
･堆 肥 化 様 式 未 接 続 世 帯 排 水 が雨 水 幹 線 へ 流 出

環 汚 水 ・ 汚 物 ･ 健 全 な 自 が 存 在 ・ 泡 瀬 第 一 雨 水 幹 線： 約 ３ 割
然 浄 化 能 ・ リ サイ ク ル す る 生 活 様 式 （ 下 水 道 普 及率 100％ ）
力 の維 持 ･ 自 然 浄 化 能 ・ 比 屋 根 地 区 雨 水 幹線 ： 約５ 割

力 を 超 え る （ 下 水 道 普 及率 75.0％ ）
排 水 の 流 出 雨 水 幹 線 か ら 干 潟 へ 生 活 排 水 が

流出

･ 濁 水 処 理 ･ ・ 緩 衝 域 と し て の 役 割 を 住 民 が ･ 比 屋 根 湿 地 ・ ｺﾞﾐや 汚 濁 負 荷 の 堆 積 に よ っ て 、
海 水 が 湿 地 認 識 内 の 環 境 悪 陸地 化が 懸念

湿 地 へ 出入 化 (ｺﾞﾐ､排水 ) ・ 陸 地 化 に よ っ て 湿 地 浄 化 能 力 の
・ 生 物 量 が 豊 富 低 下 、 鳥 類 の 休 息 場 所 の 減 少 が

･ 地 下 水 の ･ 湿 地 生 物 の 懸念 され る
滲 出 脅 威 （ 野 犬 ） ・ 野 犬 に よ っ て 、 生 物 生 息 環 境 の

安全 性が 失わ れ る

白 い砂 浜 が ・ 住 民 の 生 活 の 一 部 （ 遊 び 、 行 砂 浜 の 消 失 ・ 住 民 の 砂 浜 と の 関 わ り が 薄 れ て
砂 浜 存 在(海 浜 事 、 休憩 、 食 材 の 場 ） き てい る

部 ) ・ 生 物 の 連 続 性 が 形 成

順 番 良 く 並 ・ 動 物 が 多 い 直 立 護 岸 で ･住 民 の 海 浜 部 へ の魅 力減 退
植 生 び 隙 間 が あ ・ 住 民 の 憩 い の 場 連 続 性 遮 断

る ・ 植 物 の 利 用 （ 食材 、 道 具 ） 堆 積 砂 で の
植 物 の 繁 茂

･砂 浜 、 石 積 ・ 石 積 み 護 岸 の 隙 間 、 湿地 な ど ･ 一 部 の 護 岸 ・ 海 域 か ら 陸 域 に か け て の 生 物 の
み 護 岸 、 湿 動 物 の 棲 み 家 に 適 す る は 隙 間 が な く 連続 性が 減少

動 物 地 、 畑 に 動 ・ 生 物 量 が 豊 富 動 物 の 棲 み ・ 野 犬 に よ っ て 、 鳥 類 な ど 生 物 生
物 が多 い ・ 住 民 と 動 物 と の 触 れ 合 い が あ っ 家 に 適 さ な い 息環 境の 安全 性 が 失 わ れ る

た ・ 隠 れ 場 所 、
餌 場 が 少 な い

・ 海 垣 、 渚 な ど 生 物 が 棲 み や す ・ 砂 浜 の 消 失 ・ 住 民 の 海 浜 部 へ の魅 力 減 退
海 生 生 物 生 物量 豊 富 い 環 境 が あ っ た ・ ゴ ミ の 存 在 ・ 生 物 の 棲 み 家 が 減少

・ 生 活 の 糧 が あ っ た ・ 生 物 量 減 少

塩 田、 砂 浜 、 ・ 地 元 住 民 の 海 を 守 る 意 識 が 高 干 潟 に 排 水 住 民 の 海 を 守 る 関 心 が 薄 れ て き
海 岸 域 利 用 干 潟が 清 澄 い （ 財 産 と し て の 塩 田 、 利 用 と が 流 出 、 ゴ ミ て い る （ 干 潟 の 利 用 は 生 活 に 密 着

し て の砂 浜、 食 材 の 場 ） が 多 い した も の で は なく 、 行 楽 的 で あ る ）

原 風 景 と 現 況

の 比 較 断 面 図

3.2 環 境 特 性 比 較 に基 づ く 環 境 メ カ ニ ズ ムの 考 察

１ 戦前においても護岸築造や海中道路建設等は行われていたが、原風景のイメージ図( )

に見られるような豊かな生物生息環境が育まれていたことが確認できた。

このような良好な環境が維持されていたメカニズムとしては、以下の要因が考えら

れる。

①汚れを出さない、循環型社会の生活様式 → 自然との共生

②雨水が地下浸透しやすい地盤構造 → 住民の生活に合った健全な水循環機能

２ 戦後、特に復帰後の急激な人口増加に対応するため、埋立による宅地造成が急務と( )

なった。それに伴い波浪対策のため直立護岸が築造され、海と陸との親水性が阻害

されたことにより、海岸域に対する住民意識が薄れていった。また、下水道整備の

遅れもあり、そのことから環境が悪化するメカニズムとして、以下の要因が考えら

れる。

①下水道の未接続世帯から、生活排水が雨水幹線へ流出し環境が悪化

→ 自然浄化能力を超える汚濁負荷量の増大

②面整備が進み雨水が地下浸透せず、干潟への滲出が減少

→ 健全な水循環機能の阻害

③コンクリート直立護岸による生物の連続性遮断

→ 生物生息環境の消失

３ 以上、原風景からの良好なメカニズムと現況の悪化のメカニズムの要因から問題点( )

を抽出し、課題を以下のように整理した。

①未接続世帯の下水道への接続 → 汚濁負荷量の低減

②海岸域の環境に対する住民意識の高揚 → 住民意識の啓発

③海域から陸域にかけての生物の連続性の確保 → 生物に配慮した整備の検討

なお、上記の課題については 「 自然環境の特性」で示した既存資料データの、 2.3

整理結果等を活用し、生物の分布状況や生息環境の視点からより詳細な解析行い、

下記に示すような事項の検証・確認に努めることにより、今後の整備計画の具体的

な検討に結びつけていくものとする。

・干潟や湿地の自然浄化能力やその存在の重要性

・背後域からの汚濁負荷や地下滲出水及び潮位等と生息生物との関連性

・海岸部における生物の連続性や親水性の確保の大切さ（意義）

・雨水の地下浸透及び海岸域での地下水・海水の移動特性と生息生物との関連性

・潮位と生息生物との関連性
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